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はじめに 

Tuta absoluta（トマトキバガ）は、南米原産でチョウ目キバガ科に属し、トマト（主要な寄主）、

バレイショ、トウガラシ属等のナス科の茎葉や果実を加害する。ヨーロッパ植物防疫機関（EPPO）

は、検疫有害動植物（A1リスト）に指定し侵入を警戒していたが、2006年に初めてスペインで発

生が確認されて以来、数年のうちに地中海沿岸の国々に広がり、現在は欧州全域で見られるように

なった。アフリカ大陸では 2008 年にモロッコで発見されて以来、ほぼ全域にまん延している。そ

の他、中東、アジアの一部でも見られる。 

本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害動物であり、同施行

規則別表２の２に規定された国又は地域からの該当する寄主植物の生茎葉及び生果実については、

輸出国において栽培地検査が必要とされている。 

他方、本種は日本国内において、2021年以降継続して誘殺が確認されていることから、改めて本

種の植物検疫上の位置づけを明らかにするため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 

 

Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 

１．学名及び分類 

（１）学名（Desneux et al., 2010; CABI, 2021） 

Tuta absoluta (Meyrick, 1917) 

 
（２）英名、和名等（CABI, 2021） 

英名：South American tomato pinworm; tomato leafminer 

和名：トマトキバガ 

 

（３）分類（CABI, 2021） 

種類：節足動物 

目：Lepidoptera（チョウ目） 

科：Gelechiidae（キバガ科） 

属：Tuta 

 
（４）シノニム（CABI, 2021） 

Gnorimoschema absoluta (Meyrick, 1917) Clarke, 1962 

Phthorimaea absoluta Meyrick, 1917 

Scrobipalpula absoluta (Meyrick, 1917) Povolny, 1964 

Scrobipalpuloides absoluta (Meyrick, 1917) Povolny, 1987 

 

（５）系統等 

本種は世界的に分布するものの、遺伝的均一性は高いとされている（Arimoto et al., 2025; 

Magalhaes et al., 2025; Wang et al., 2023）。系統や変異が存在するとの明確な情報は確認でき

なかった。 

 

２．地理的分布 

（１）国又は地域（詳細は別紙１を参照。下線部は令和８（2026）年４月24日改訂時に追加。） 

アジア：インド、タイ、台湾、中華人民共和国、日本※１、ネパール、パキスタン、バング
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ラデシュ、ミャンマー 

中東：アフガニスタン、アラブ首長国連邦、イエメン、イスラエル、イラク、イラン、カタ

ール、サウジアラビア、シリア、トルコ、ヨルダン 

欧州：アゼルバイジャン、アルバニア、アルメニア、イタリア、ウクライナ、ウズベキスタ

ン、英国、英領チャネル諸島、オーストリア、オランダ、カザフスタン、北マケドニア

共和国、キプロス、ギリシャ、キルギス、クロアチア、コソボ、ジョージア、スイス、

スペイン、スロバキア、スロベニア、セルビア、タジキスタン、チェコ、ドイツ、トル

クメニスタン、ノルウェー、ハンガリー、フランス、ブルガリア、ベルギー、ボスニ

ア・ヘルツェゴビナ、ポルトガル、マルタ、モルドバ、モンテネグロ、リトアニア、ル

ーマニア、ロシア 

アフリカ※２：アルジェリア、アンゴラ、ウガンダ、エジプト、エチオピア、エリトリア、

ガーナ、カーボベルデ、カナリア諸島、カメルーン、ケニア、コンゴ民主共和国、サン

トメプリンシペ民主共和国、ザンビア、ジンバブエ、スーダン、赤道ギニア、セーシェ

ル、セネガル、タンザニア、チュニジア、トーゴ、ナイジェリア、ナミビア、ニジェー

ル、ブルキナファソ、ブルンジ、べナン、ボツワナ、マヨット島、マラウイ、南アフリ

カ共和国、南スーダン、モーリシャス、モザンビーク、モロッコ、リビア、ルワンダ、

レソト 

中南米：アルゼンチン、ウルグアイ、エクアドル、コスタリカ、コロンビア、チリ、ハイ

チ、パナマ、パラグアイ、ブラジル、ベネズエラ、ペルー、ボリビア 

 

※１ 日本における発生状況について 

2021年に熊本県で発見されて以降、本種の発見地域は拡大し、2024年の山梨県での

発見により、47都道府県で誘殺が確認された（熊本県病害虫防除所, 2021; 山梨県病害

虫防除所, 2024）。 

2024年度には全国で通年の誘殺が確認され、2025年９月末時点で、全国で約8.7万

頭の誘殺が確認されたこと、生態学的に九州・四国の沿岸部等の地域やハウス内で越冬

する可能性が高いと推定されること、野生寄主植物（イヌホオズキ、ワルナスビ等）が

存在することを踏まえ、本種は国内の一部地域に存在していると判断された（農林水産

省, 2026）。 

 

※２ アフリカの発生状況 

2008年にモロッコで確認された後、アフリカ北部の沿岸部及びサハラ以南地域に到

達すると急速に南下を開始し、大陸のほぼ全域にまん延した（Sylla et al., 2017; 

Mansour et al., 2018）。 

 
（２）生物地理区 

本種は、東洋区、旧北区、エチオピア区及び新熱帯区の計４区に分布する。 

 
３．寄主植物及びその日本国内での分布 

（１）寄主植物（詳細は別紙２参照） 

ナス科：キダチタバコ（Nicotiana glauca）、シマホオズキ（Physalis peruviana）、シロ

バナヨウシュチョウセンアサガオ（Datura stramonium）、タバコ（Nicotiana tabacum）、
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ツノミチョウセンアサガオ（Datura ferox）、トウガラシ（Capsicum annuum）、ト

マト（Lycopersicon esculentum (=Solanum lycopersicum)）、ハコベホオズキ

（Salpichroa origanifolia）、クコ属（Lycium spp.）、ナス属（Solanum spp.） 

マメ科：インゲンマメ（Phaseolus vulgaris） 

 

（２）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

・トマト、バレイショ、ナス、トウガラシ（ピーマン、シシトウ、パプリカ等本種の栽培品種

を含む。）、タマサンゴ及びインゲンマメ：全国で栽培 

・テリミノイヌホオズキ、イヌホオズキ、ヒヨドリジョウゴ及びワルナスビ：全国的に分布 

 

４．寄生部位及びその症状 

卵：寄主植物の茎葉、がく片及び未成熟果（外部寄生） 

幼虫：寄主植物の茎葉（内部及び外部寄生）、トマト及びシマホオズキの果実（内部寄生）並

びにバレイショの塊茎（内部寄生） 

蛹：土壌中及び寄主植物の茎葉（内部及び外部寄生） 

 
トマトでは、雌成虫は通常葉上へ産卵するが（73％）、その他に葉脈や茎の縁上（21％）、

がく片（５％）、未成熟果（１％）にも産卵する。ふ化後、幼虫は葉、茎及び果実内へ侵入す

る。トマトの葉では、幼虫が加害せん孔し、形成された葉肉内の孔道に被害がでる。茎内の孔道

は腐敗の原因となることもある。せん孔された果実は、せん孔場所が病原菌の２次感染源とな

り、果実腐敗が起こる。生長点の加害は植物の生長を阻害する（Desneux et al., 2010）。 

シマホオズキでは、エジプトで実施された調査により、卵及び幼虫が寄生し、葉及び果実を加

害することが確認された（Afash, 2015）。 

バレイショでは、本種は地上部を加害し、塊茎を直接加害しないとされてきたが（Desneux 

et al., 2010）、近年、南米やフランスで塊茎への直接加害も報告されている（FREDON-Corse., 

2009; Pereyra and Sánchez, 2006; USDA, 2011）。幼虫が塊茎内部に潜入することによってト

ンネル状の空洞が生じ、潜入孔からフラス（虫糞）が排出される。本種による加害部位は、他の

病原菌等の繁殖場所となるため、塊茎が腐敗する原因となる（FREDON-Corse., 2009; USDA, 

2011）。なお、地上部の加害であっても、結果として塊茎の産出低下につながる（Desneux et 

al., 2010）。 

本種は夜行性で、成虫は昼間隠れている（Desneux et al., 2010; NAPPO, 2013）。 

本種は土中で蛹化するが、葉上、葉の孔道内等の土中以外で蛹化する場合は、繭を作る

（Desneux et al., 2010; EPPO, 2005）。 

 

５．移動分散方法 

（１）自然分散 

成虫が飛翔により自力で数 km移動する。風に乗ってさらに長距離の移動も可能である

（NAPPO, 2013）。 

 

（２）人為分散 

トマトの栽植用植物及び消費用果実の移動に伴い分散する（EPPO, 2005）。また、バレイ

ショ塊茎の移動に伴い分散するとの報告がある（FREDON-Corse., 2009; USDA, 2011）。そ
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の他、栽植用の寄主植物の移動による分散が考えられる。また、ハンガリーでは、本種の発生

国から輸入された再利用こん包用資材が原因で本種の侵入が起こったと推定されている

（EPPO, 2010f）。 

 
６．有害動物の大きさ及び生態 

（１）有害動物の大きさ 

卵は円筒状でクリーム色、大きさ0.36×0.22 mm。１齢幼虫はクリーム色で0.9 mm、２齢

幼虫は緑色、４齢幼虫は淡いピンク色で7.5 mm。蛹は茶色で５ mm。被蛹。成虫の体長は

10 mmほど（EPPO, 2005; CABI, 2021）。 

 

（２）繁殖様式 

両性生殖（Desneux et al., 2010）であるが、室内実験では単為生殖するとの報告（Megido 

et al., 2012; CABI, 2021）もある。 

 
（３）年間世代数 

本種の年間世代数は10～12世代（EPPO, 2005）。 

多化性である。生活環は環境に依存し、14℃で76.3日、19.7℃で39.8日、27.1℃で23.8

日（Desneux et al., 2010）。地中海沿岸地域では年間を通じて存在する（Desneux et al., 

2010）。卵は、26～30℃、湿度60～75％で５～７日でふ化する。幼虫期間は20日程度、蛹

期間は９～12日である（CABI, 2021）。成虫の寿命は雌が10～15日、雄が６～７日

（Desneux et al., 2010）。 

 

（４）植物残さ中での生存 

トマトでは、植物残さは本種の未成熟ステージの越冬にとって重要な生息場所となる

（Turkmen and Kazak, 2024; USDA, 2011）。 

 
（５）休眠性 

幼虫は餌が利用できる限り休眠に入ることを控えるようである（Desneux et al., 2010）。

卵、蛹及び成虫で越冬する報告もある（EPPO, 2014b）。幼虫は４℃で数週間生存できる

（Desneux et al., 2010）。 

 
７．媒介性又は被媒介性 

情報なし。 

 

８．被害の程度 

本種は、原産国の南米ではトマトの大害虫である（Desneux et al., 2010; EPPO, 2005）。

2006年にスペインに侵入し、その後地中海沿岸域へ広がっており、施設栽培及び野外栽培のト

マトへの被害が脅威となっている（Desneux et al., 2010）。本種に激しく加害されたトマト果

実は商業的価値を失う（Desneux et al., 2010; EPPO, 2005）。トマトでは商品価値の低下によ

り50～100％の損害が報告されている（EPPO, 2005）。 

イランでは被害地域が100％近くに達し、温室及び露地栽培のトマトの収量が10%減少し、

年間3500万ドルの損失となっている（CABI, 2021; Han et al., 2019）。 
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日本では、32道府県で生産ほ場での本種による加害が確認されたが、生産者によるコナジラ

ミ等を対象とした通常の薬剤散布等の防除により経済的被害は抑えられたと報告されている（農

林水産省, 2026）。 

 
９．防除 

（１）耕種的防除法 

植付前又は作付期間中には、ナス科植物等の代替寄主を除去することが有効である。本種の

寄主植物であるナス科作物の連作を避け、非寄主植物と交互に栽培することで本種の発生を長

期的に抑制することができる。また、栽培中に本種が発生した場合は被害葉や株の処分を行う

こと（CABI, 2021）、発生ほ場で使用した農機具類は高圧洗浄又は蒸気消毒し、器具類は清

掃する（USDA, 2011）。 

栽培終了後には、残さと雑草の除去を行うことで翌シーズンの成虫個体密度が抑制できる

（Türkmen et al., 2024）。また、残さを粉砕・混和することで、残さ中に存在する未成熟ステ

ージを駆除し、本種の生活環を効果的に断ち切ることができる（USDA, 2011）。 

温室栽培では、本種の発生を予防するため、作付前に温室周辺に自生するナス科植物等の雑

草の除去を徹底する。栽培中に本種が発生した場合は被害果や被害葉の除去を行うこと、栽培

終了前に有効な薬剤を散布し、本種の密度を低下させる。栽培終了後は株を枯死させ、温室を

密閉し、本種を死滅させる。その後、残さのすき込み、温室外への持ち出し又は温室内での蒸

し込み処理を行い、次作の準備を始めるまではできる限り温室を密閉したままにする

（NARO, 2026）。また、初期の発生密度を下げるため、発生温室から飛び出した成虫が野外

で栽培されている作物に移動することを防ぐ目的で収穫後に温室を締め切ることも有効である

（CABI, 2021）。 

 
（２）物理的防除法 

温室栽培では、栽培前に目合い1 mm以下の防虫網の展張により本種の侵入を抑制する

（NARO, 2026）。 

 

（３）化学的防除法 

海外においては、新熱帯区ではトマト生産への脅威から本種が侵入した地域で１作期あたり

10～12回から多い場合30回以上の薬剤散布が行われた。しかし、本種は植物体の複数の部

位を加害し、植物が密生したところに潜むことから、薬剤の効果が低く、過剰な散布が行われ

た。アフロ・ユーラシア地域では、本種が侵入した当初登録農薬が不足していたため、ピレス

ロイド系等の薬剤が使用されていたが、2009年以降本種に対する農薬登録が進み、有機リン

系、ピレスロイド系、オキサジアジン系、スピノシン系等が使用されるようになった（CABI, 

2021）。 

日本では、本種に対して農薬登録されたスピノシン系、アベルメクチン系、ピロール系等の

殺虫剤が利用可能であり、薬剤抵抗性対策として異なる系統の薬剤をローテーション散布する

ことを推奨している（NARO, 2026）。 

 

（４）モニタリング調査 

本種の雄成虫に有効なフェロモンとして、合成性フェロモン剤であるDelta traps Tomato 

Leafminer lure（(3E,8Z,11Z)-3,8,11-tetradecatrien-1-yl acetate 及び (3E,8Z)-tetradecadien-1-
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yl acetateの混合剤）がある（NAPPO, 2013; Griepink, 1996）。 

 
（５）誘引物質等を利用した防除法 

フェロモントラップは、屋外のほ場や温室の両方でモニタリングや雄成虫の除去に利用され

る。本種に対して開発された又は開発中の IPM戦略は、フェロモンに光源や水のトラップ等

の他の防除技術を組み合わせて雄成虫と雌成虫を同時に大量捕獲する、トラップによる捕獲で

個体数を減少させる、合成性フェロモンによる交信かく乱により交尾の機会を減らす、殺虫剤

と少量の合成性フェロモンを組み合わせて雄成虫の個体数を減らす等であり、生殖能力のある

雌の温室への移動を妨害し、雄の個体数を減らすのに用いられる（CABI, 2021）。 

日本では、現在、本種の防除に利用可能な薬剤として農薬登録されたフェロモンはなく、本

種の防除対策マニュアル（NARO, 2026）にも当該防除法は掲載されていない。 

 
（６）生物的防除法 

天敵の利用では、カスミカメムシ科のタバコカスミカメ（日本既発生）及びMacrolophus 

pygmaeus（日本未発生）は本種に対し効果があり、北アフリカや欧州で市販され広く使用さ

れている（CABI, 2021）。また、昆虫寄生性線虫のSteinernema carpocapsae（日本既発

生）、Steinernema feltiae （日本既発生）及びHeterorhabditis bacteriophora （日本未発生）

を用いた防除が試験され、実験室及び温室で本種のトマト植物体への寄生を87～95％減少さ

せた（Batalla-Carrera et al., 2010）。 

日本では、昆虫病原性細菌のBacillus thuringiensis （日本既発生）を有効成分とするBT 剤

が農薬登録されている（NARO, 2026）。BT 剤は本種の１齢幼虫の感受性が最も高い（CABI, 

2021）。 

 
１０．診断、検出及び同定 

（１）同定 

本種及び本種と同じキバガ科に属しナス科を食害するジャガイモキバガ（日本既発生）、ヒ

ヨドリジョウゴキバガ（日本既発生）の３種の成虫における識別には交尾器の観察が必須とさ

れていたが、体のサイズと翅や胸部の斑紋を組み合わせることで識別が可能である。また、成

虫の交尾器の形態で識別するほか、体のサイズが微小な本種は識別が難しいことから、遺伝子

診断（LAMP法）による識別が開発された（NARO, 2026）。また、DNAバーコーディングも

有用である（CABI, 2021）。 

 

（２）検出 

本種は、トマトの頂芽、花又は幼果に好んで寄生し、黒色の虫糞（フラス）があれば、目視

で容易に発見することが可能。葉では、被害を受けた葉肉内の孔道があれば明瞭に識別できる

（CABI, 2021）。 

 

１１．日本における輸入検疫措置 

本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害動物であり、同施

行規則別表２の２に規定された国又は地域からの該当する寄主植物の生茎葉及び生果実について

は、収穫までの２か月間、本種についてトラップによる監視及び防除が十分に行われたほ場（栽

培施設を含む。）で栽培され、定期的に栽培地検査を行い、本種の発生がないことを確認し、その
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旨を検査証明書に追記することを要求している。 

 
１２．諸外国における輸入検疫措置 

（１）アメリカ合衆国 

本種が発生している111か国から、栽培用Datura属、Salpichroa属及びそれらのシノニム

（種子を除く。）とトマト果実の輸入を禁止している（Datura属はPRA未了のため輸入禁

止）。本種が発生している33か国で生産されたトマト果実は、病害虫無発生地域での生産、

システムズアプローチに基づいた生産又は臭化メチルくん蒸処理（下記ア～ウ参照）のいずれ

かを満たせば輸入することができる。 

なお、栽植用Solanum属（種子を除く。）は、本種を含む病害虫の侵入を防ぐために輸入が

規制されている（USDA, 2023; USDA, 2024a）。 

ア 病害虫無発生地域 

・ トマト果実は商用荷口でのみ輸入できる。 

・ 各荷口は、アメリカ合衆国の要件を満たした病害虫無発生地域で生産されたことを、原

産国の国家植物防疫機関（NPPO）が証明しなければならない。 

 
イ システムズアプローチ 

主な内容は以下のとおり。 

・ トマトの果実は商用荷口のみ輸入が可能である。 

・ トマト果実には、枝、茎、萼が付着していないこと。 

・ 栽培施設は、温室等の害虫を遮断できる構造を有した施設で、原産国のNPPOに登録

された施設であること。 

・ 施設には、二重の自動ドアが必要。また、開口部は、目合い1.6 mm以下の網で覆われ

ていること。 

・ 施設内には、本種に有効なフェロモントラップを設置（１ヘクタール当たり最低２個、

又は同等の割合）。 

・ 全てのトラップは、少なくとも収穫の２か月前に設置し、生育期間を通じて設置されて

いること。 

・ トラップの確認は、毎週実施。 

・ 栽培期間を通して、登録された施設はNPPO又はNPPOが指名した者によって検査が

行われ、NPPOは本種の捕獲記録を保存すること。 

・ 収穫の30日以内に本種が２頭トラップで捕殺された場合、トマト果実中又は荷口から

同虫１頭が発見された場合は、当該施設からの出荷を停止。 

・ NPPOはAPHISが承認した品質管理プログラムを維持すること。 

・ 収穫後のトマト果実はこん包施設に輸送中及びこん包を待機している間、防虫効果のあ

る目合い1.6 mmの網やプラスチック製の防水シートによって保護すること。 

・ 収穫後のトマト果実は、24時間以内に病害虫が侵入しないこん包施設でこん包するこ

と。 

・ トマト果実を米国へ輸出する際には、防虫効果のある容器にこん包を行うか、目合い

1.6 mmの網やプラスチック製の防水シートによって覆い、輸送中もこれらのこん包状態

を維持すること。 
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ウ 臭化メチルくん蒸処理 

チリから発送されるトマト果実（T101-c-3-1）については、以下のとおり臭化メチルくん

蒸処理の実施を求めている（USDA, 2024b）。 

・ 対象病害虫：本種及びRhagoletis tomatis 

・ 基準：21.11℃以上48.06 g/m3でくん蒸を行い、0.5時間後の最低濃度が43 g/m3、２時

間後の濃度が33 g/m3となるように処理を実施 

 

（２）カナダ（Government of Canada, 2023） 
本種が発生している国から発送されるトマト果実については、病害虫無発生地域での生産、

システムズアプローチに基づいた生産又は臭化メチルくん蒸処理（下記ア～ウ参照）のいずれ

かを満たせば輸入することができる。 

ア 病害虫無発生地域 

・ カナダが認定した病害虫無発生地域で生産されたものであること。 

・ 病害虫無発生地域は、原産国のNPPOの権限のもと設定し管理されなければならな

い。 

・ 病害虫無発生地域は、国際基準No. 4に基づいて設定されなければならない。 

・ 病害虫無発生地域からこん包施設又は輸出港に輸送される荷口が、無発生地域以外の地

域を経由する場合、防虫シート等で本種の寄生を防止しなければならない。 

 
イ システムズアプローチ 

システムズアプローチの主な内容については、（１）アメリカ合衆国のイ システムズア

プローチと同様である。 

 

ウ 臭化メチルくん蒸処理 
48 g/m3の臭化メチルを使用し、21℃以上で、0.5時間後の最低濃度が43 g/m3、２時間

後が33 g/m3となるように処理を実施。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 

第１ 開始（ステージ１） 

１．開始 

Tuta absolutaの植物検疫上の位置づけを明らかにするため、病害虫リスクアナリシスを実施

する。 

 
２．対象となる有害動植物 

Tuta absolutaを対象とする。 

 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位及

びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 

 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 

 

５．開始の結論 

本種を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 

１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、検疫有害動植物となる潜在

性を有するかを検討する。なお、以下の（１）から（３）の評価項目の判断基準を満たしていな

い場合は、それが判明した時点で評価を中止できるものとする。 

 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

ア 国内での発生状況 

全都道府県においてトラップへの誘殺が確認され、一部の地域では生産ほ場での本種による

加害が報告されていることから、国内既発生である。 

 
イ 公的防除の有無 

本種に対して封じ込め、根絶等の公的防除は実施していない。 

 

ウ 国内未発生の系統及びベクターの調査 

本種は遺伝的均一性が高く、系統や変異が存在するとの明確な情報や国内未発生病害虫のベ

クターとなる情報は確認できない。 

 

（２）定着及びまん延の潜在性 

評価中止 

 

（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

評価中止 

 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 

 

（５）有害動植物の類別の結論 

本種は、（１）の評価項目の判断基準を満たさない。すなわち、国内の一部に存在しており、公的

防除も実施していない。また、系統に関する明確な情報や国内未発生病害虫のベクターとなる情

報もない。 

したがって、本種に対するリスクアナリシスを中止する。 

 

２．Tuta absolutaの病害虫リスク評価の結論 

本種は、国内の一部に存在しており、公的防除も実施していない。また、系統に関する明確な情

報や国内未発生病害虫のベクターとなる情報もない。検疫有害動植物となる要件を満たしていな

いことから、Tuta absolutaに対する輸入植物検疫措置も必要としないと考えるため、検疫有害動

植物に該当しないと判断した。 
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別紙１ 

 

Tuta absolutaの発生国等の情報 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    

インド 発生 CABI, 2021; EPPO, 2015, 2021a; ICAR, 2015  

タイ 発生 IPPC, 2024  

台湾 発生 行政院農業委員會, 2020a, 2020b, 2021  

中華人民共和国 発生 CABI, 2021; EPPO, 2020b, 2021a; Zhang et al., 

2020 

 

日本 発生 農林水産省, 2026 追加 

ネパール 発生 Bajracharya et al., 2016; CABI, 2021; EPPO, 

2016d, 2021a; IPPC, 2017d;  

 

パキスタン 発生 Azmatullah et al., 2020; CABI, 2021; EPPO, 

2021a; Ishtiaq et al., 2020 

 

バングラデシュ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; Hossain et al., 2016  

ミャンマー 発生 EPPO, 2021a; FAO, 2018a; USAID, 2018  

中東    

アフガニスタン 発生 Bottenberg, 2016; CABI, 2021; Campos et al., 

2017; EPPO, 2021a 

 

アラブ首長国連邦 発生 CABI, 2021; EPPO, 2013b, 2014b, 2021a   

イエメン 発生 CABI, 2021; EPPO, 2013c, 2014b, 2021a  

イスラエル 発生 CABI, 2021; EPPO, 2010c, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

イラク 発生 CABI, 2021; EPPO, 2011a, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

イラン 発生 CABI, 2021; EPPO, 2014b, 2021a; NAPPO, 2013  

カタール 発生 CABI, 2021; EPPO, 2012c, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

サウジアラビア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2011c, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

シリア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2011c, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

トルコ 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2010e, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ヨルダン 発生 CABI, 2021; EPPO, 2011c, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

欧州    

アゼルバイジャン 発生 CABI, 2021; EPPO, 2019a, 2021a; Ismailzada et  
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al., 2016; Baniameri and Cheraghian, 2012 

アルバニア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2009b, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

アルメニア 発生 EPPO, 2020c, 2021a; Sargsyan and Lusine 

Khachik, 2019; Terlemezyan and Sargsyan, 2015 

 

イタリア 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2009g, 

2009j, 2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ウクライナ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2014c, 2021a  

ウズベキスタン 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; Saidov et al., 2018  

英国 発生 CABI, 2021; EPPO, 2009l, 2021a   

英領チャネル諸島 発生 CABI, 2021; EPPO, 2010h, 2012a, 2014b   

オーストリア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2011f, 2021a; Gabl et al., 

2013 

 

オランダ 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2009f, 

2009k, 2014b, 2021a; NAPPO, 2013; Netherlands 

Food and Consumer Product Safety Authority 

Ministry of Economic affairs, 2013; Netherlands 

Plant Protection Service, 2009 

 

カザフスタン 発生 Айткулов et al., 2017; CABI, 2021; EPPO, 2017c, 

2021a 

 

北マケドニア共和国 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a  

キプロス 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2014b, 

2010b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ギリシャ 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2011e, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

キルギス 発生 Esenali Uulu et al., 2017  

クロアチア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2011d, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

コソボ 発生 EPPO, 2010d, 2014b, 2021a; NAPPO, 2013  

ジョージア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2016c, 2021a   

スイス 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2009d, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

スペイン 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2008c, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

スロバキア 発生 EPPO, 2021a; Pastoralis et al., 2011  

スロベニア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2012e, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

セルビア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; Toševski et al., 2011  

タジキスタン 発生 CABI, 2021; EPPO, 2018b, 2021a; Saidov et al., 

2018 

 

チェコ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2013a, 2021a  
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ドイツ 発生 Albert et al., 2013; CABI, 2021; EPPO, 2010g, 

2021a 

 

トルクメニスタン 発生 Bratu et al., 2015; CABI, 2021; EPPO, 2021a  

ノルウェー 発生 CABI, 2021; EPPO, 2017a, 2021a; Norwegian 

Scientific Committee for Food Safety, 2017 

 

ハンガリー 発生 Ágoston, 2014; CABI, 2021; EPPO, 2010f, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

フランス 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2009i, 

2012f, 2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ブルガリア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2010a, 2021a; NAPPO, 2013  

ベルギー 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a Van Damme et al., 

2015 

 

ボスニア・ヘルツェ

ゴビナ 

発生 CABI, 2021; EPPO, 2014b, 2021a   

ポルトガル 発生 CABI, 2021; EPPO, 2009c, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

マルタ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2009a, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

モルドバ 発生 EPPO, 2021a; Munteanu-Molotievskiy et al., 2019  

モンテネグロ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2014b, 2021a; NAPPO, 2013  

リトアニア 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2011b, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ルーマニア 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2014b, 

2021a; NAPPO, 2013 

 

ロシア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2012d, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

アフリカ    

アルジェリア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2008a, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

アンゴラ 発生 CABI, 2021; Chidege et al., 2017; EPPO, 2021a; 

FAO, 2018a;  

 

ウガンダ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2016b; Tumuhaise et al., 

2016 

 

エジプト 発生 CABI, 2021; El-Rahman Salama et al., 2015; 

EPPO, 2014b; Moussa et al., 2013; NAPPO, 2013 

 

エチオピア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2014b, 2021a; NAPPO, 2013  

エリトリア 発生 Naqvi et al., 2014  

ガーナ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2018a, 2021a; IPPC, 2017b, 

2018b, 2019 

 

カナリア諸島 発生 CABI, 2021; EPPO, 2009h, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

カーボベルデ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a  
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カメルーン 発生 CABI, 2021, FAO 2018a  

ケニア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2014a, 2014b, 2021a  

コンゴ民主共和国 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; FAO,2018a  

サントメプリンシペ

民主共和国 

発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; FAO,2018a  

ザンビア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2016f; IPPC, 2017c   

ジンバブエ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a  

スーダン（南スーダ

ン含む。） 

発生 CABI, 2021; EPPO, 2011c, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

赤道ギニア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; FAO, 2018a  

セーシェル 発生 CABI, 2021  

セネガル 発生 CABI, 2021; EPPO, 2014b, 2021a; NAPPO, 2013  

タンザニア 発生 CABI, 2021; Chidege et al., 2016; EPPO, 2021a  

チュニジア 発生 CABI, 2021; Chermiti and Abbes, 2012; EPPO, 

2009e, 2014b; NAPPO, 2013 

 

トーゴ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2020a, 2021a  

ナイジェリア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; IPPC, 2016  

ナミビア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a  

ニジェール 発生 CABI, 2021; EPPO, 2014b, 2021a  

ブルキナファソ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; Son et al., 2017  

ブルンジ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2019b, 2021a  

ベナン 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; Karlsson et al., 2018;  

ボツワナ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a; Mutamiswa et al., 

2017 

 

マヨット島 発生 CABI, 2021; EPPO, 2016a, 2021a  

マラウイ 発生 CABI, 2021, FAO, 2018b  

南アフリカ共和国 発生 CABI, 2021; EPPO, 2016e, 2021a  

モーリシャス 発生 EPPO, 2021b  

モザンビーク 発生 CABI, 2021; EPPO, 2017b, 2021a; IPPC, 2017a  

モロッコ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2008b, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

リビア 発生 CABI, 2021; EPPO, 2011c, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

ルワンダ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2021a  

レソト 発生 CABI, 2021; IPPC, 2018a; EPPO, 2021a  

中南米    

アルゼンチン 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ウルグアイ 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

エクアドル 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005,  
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2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

コスタリカ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2014a, 2014b, 2021a  

コロンビア 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

チリ 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ハイチ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2019a, 2019b, 2021a; 

Verheggen and Fontus, 2019 

西イン

ド諸島 

パナマ 発生 CABI, 2021; EPPO, 2012b, 2014b, 2021a; 

NAPPO, 2013 

 

パラグアイ 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ブラジル 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ベネズエラ 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ペルー 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

ボリビア 発生 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 

2014b, 2021a; NAPPO, 2013 

 

注） 備考欄の「追加」は、発生国等として令和８（2026）年４月24日改訂時に追加した国又は

地域。
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別紙２ 
 

Tuta absolutaの寄主植物の情報 
 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

ナス科

（Solanaceae） 
Capsicum annuum  トウガラ

シ属 
トウガラシ chili pepper, 

sweet pepper 
CABI, 2021; EPPO, 2021a; NAPPO, 
2013; Netherlands Food and 
Consumer Product Safety Authority 
Ministry of Economic affairs, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Datura ferox  ダツラ属 ツノミチョウ

センアサガオ 
 EPPO, 2014a, 2005, 2021a; 

Netherlands Food and Consumer 
Product Safety Authority Ministry of 
Economic affairs, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Datura stramonium  ダツラ属 シロバナヨウ

シュチョウセ

ンアサガオ 

jimsonweed CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 
EPPO, 2005, 2014a, 2021a; NAPPO, 
2013; Netherlands Food and 
Consumer Product Safety Authority 
Ministry of Economic affairs, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Lycium sp.  クコ属   Desneux et al., 2010; NAPPO, 2013  

ナス科

（Solanaceae） 
Lycium chinense  クコ属 クコ  EPPO, 2014a, 2021a; NAPPO, 2013  

ナス科

（Solanaceae） 
Lycopersicon 
esculentum 

Solanum 
lycopersicum 

トマト属 トマト tomato CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 
EPPO, 2005, 2014a, 2021a; NAPPO, 
2013; Netherlands Food and 
Consumer Product Safety Authority 
Ministry of Economic affairs, 2013; 
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Toševski et al., 2011 
ナス科

（Solanaceae） 
Nicotiana glauca  タバコ属 キダチタバコ tree tobacco CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 

EPPO, 2014a, 2005, 2021a; NAPPO, 
2013; Netherlands Food and 
Consumer Product Safety Authority 
Ministry of Economic affairs, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Nicotiana tabacum  タバコ属 タバコ tobacco CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 

NAPPO, 2013 
 

ナス科

（Solanaceae） 
Physalis peruviana  ホオズキ

属 
シマホオズキ cape 

gooseberry 
CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 
Afsah, 2015 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Salpichroa 
origanifolia 

 ハコベホ

オズキ属 
ハコベホオズ

キ 
 CABI, 2021; Gervassio et al., 2016; 

Husariu et al, 2017 
 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
aculeatissimum 

 ナス属   NAPPO, 2013  

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
americanum 

 ナス属 テリミノイヌ

ホオズキ 
 CABI, 2021; NAPPO, 2013  

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
bonariense 

 ナス属   CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 
NAPPO, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
chenopodioides 

S. gracilis ナス属   NAPPO, 2013  

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum chilense Lycopersicon 

chilense, L. 
puberulum 

ナス属   Desneux et al., 2010; NAPPO, 2013; 
Netherlands Food and Consumer 
Product Safety Authority Ministry of 
Economic affairs, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
elaeagnifolium 

 ナス属 ソラヌム・エ

ラエアグニフ

ォリウム（ラ

シャナス） 

 CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 
EPPO, 2005, 2014a, 2021a; NAPPO, 
2013; Netherlands Food and 
Consumer Product Safety Authority 
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Ministry of Economic affairs, 2013 
ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
habrochaites 

Lycopersicon 
hirsutum 

ナス属   CABI, 2021; EPPO, 2005, 2014a, 
2021a; NAPPO, 2013; Netherlands 
Food and Consumer Product Safety 
Authority Ministry of Economic affairs, 
2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum lyratum  ナス属 ヒヨドリジョ

ウゴ 
 EPPO, 2005, 2014a, 2021a; NAPPO, 

2013 
 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
melongena 

 ナス属 ナス eggplant Desneux et al., 2010; EPPO, 2005, 
2014a; NAPPO, 2013; Netherlands 
Food and Consumer Product Safety 
Authority Ministry of Economic affairs, 
2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum muricatum  ナス属 ペピーノ pepino Desneux et al., 2010; CABI, 2021; 

EPPO, 2014a; NAPPO, 2013 
 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum nigrum  ナス属 イヌホオズキ black 

nightshade 
Desneux et al., 2010; CABI, 2021; 
EPPO, 2005, 2014a; NAPPO, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum pennellii Lycopersicon 

pennellii 
ナス属   CABI, 2021; EPPO, 2014a, 2021a; 

Netherlands Food and Consumer 
Product Safety Authority Ministry of 
Economic affairs, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
pseudocapsicum 

 ナス属 タマサンゴ Jerusalem 
cherry 

CABI, 2021; NAPPO, 2013  

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
saponaceum 

 ナス属   Desneux et al., 2010  

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
sisymbriifolium 

 ナス属 ハリナスビ  CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 
NAPPO, 2013 
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ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
tuberosum 

 ナス属 バレイショ potato CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 
EPPO, 2005, 2014a, 2021a; NAPPO, 
2013; Netherlands Food and 
Consumer Product Safety Authority 
Ministry of Economic affairs, 2013 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Solanum 
valdiviense 

S. puberulum ナス属   EPPO, 2005  

マメ科

（Leguminosae） 
Phaseolus vulgaris  インゲン

属 
インゲンマメ common bean, 

kidney bean 
CABI, 2021; Desneux et al., 2010; 
EPPO, 2009g, 2014a, 2021a; 
Netherlands Food and Consumer 
Product Safety Authority Ministry of 
Economic affairs, 2013 
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